
1 2 3 4 5 6 7 8 9

1 1 2 3 4 5 6 7 8 9

2 2 4 10 12 16 18

3

4

5 5 10 25 30 40 45

6 6 12 30 36 48 54

7

8 8 16 40 48 64 72

9 9 18 45 54 72 81

４ Ｂ問題（活用）に対応するための練習問題 （ ）年（ ）組（ ）番 名前（ ）

１ 右の表は、かけ算九九の表です。 ５ ゆうきさんとまりあさんは 「１から９までの整数の和」をくふうして計算する方法、
次の(1)～(3)の問いに答えましょう。 を話しています。このとき、次の(1)、(2)の問いに答えましょう。

(1) １から９までの整数の和を式に表すと、１＋２＋３＋４＋５＋６＋７＋８＋９で
す。ゆうきさんの説明と同じようにすると、まりあさんの説明はどのようになりま

（1) 表の ～ にあてはまる数をかきま㋐ ㋓

すか （ ）にあてはまる数やことばをかきいれましょう。
しょう。

。

ゆうきさんの考え
答え ㋐ ㋑１４ ２７

ゆうきさんの説明

1＋２＋３＋４＋５＋６＋７＋８＋９の

最初の数と最後の数をペアにして考えます。

㋒ ㋓４２ ３２

１＋９＝10、２＋８＝10･･･となり、10の
(2) （ ）にあてはまる数をかき

1＋２＋３＋４＋５＋６＋７＋８＋９いれましょう。
組が４つできます。最後に、あまった５をた

、 、 。
① ６×９は、６×８よりも（ ）６

すと １0×４＋５＝45だから 答えは45です
大きい。

まりあさんの考え② ８×５は、８×（ ）よりも６ まりあさんの説明

１＋２＋３＋４＋５＋６＋７＋８＋９と８小さい。
1＋２＋３＋４＋５＋６＋７＋８＋９反対からかいた式を上下にならべてかいて

上の数と下の数をたして考えます。 ９＋８＋７＋６＋５＋４＋３＋２＋１
２ 次の にあてはまる数をかきいれましょう。 １＋９＝10、２＋８＝10･･･となり、10

の組が（ ）つできます。(1)（７＋４）×５＝（７× ）＋（４× ）
もとの式を（ ）回たしているので、

（ ）でわります。(2)（25×６）＋（35×６）＝（ ＋ ）×６

10×（ ）÷（ ）＝45だから

答えは45です。３ くるみさんとたくまさんは、計算のきまりを使って、くふうして計算する学習をして

います。ふきだしの中の に、くふうで使った式をかきいれましょう。 (2) ゆうきさんの説明と同じよ
1＋２＋３＋･･･＋48＋49＋50＋51＋52＋･･･＋97＋98＋99

(1) 25×32＝25×（４×８） (2) 99×9＝（100－１）×９ うにして、１から99までの整

最初の数と、最後の数のペアの数の和は、＝（25×４）×８ ＝900ー９ 数の和を計算する説明をしま

100だよ。だから、あまる数は、ペアで100を＝100×８ ＝891 す。書き出しに続けて、
つくることができない数をさがせばいいね！＝800 の中に説明をかきましょう。

1＋2＋3＋･･･＋97＋98＋99の最初の数と最後の数をペアにして考えます。

(例)１００の組が４９個できます。1＋99＝100、2＋98＝100･･･となり、であることから考えました。であることから考えました。

最後に、あまった５０をたします。１００×４９＋５０＝４９５０だから４

答えは４９５０です。
かけられる数とかける数を右の図のように、かけ算九九

１５×１６
にわけて計算しました。同じようにして(1)、(2)を計算しま

６ カレンダーを見て気づいたことを、れんさんが話しています。
しょう。計算は、 の中にかきいれましょう。

＝（３×５）×（２×６）
＝3×５×２×６(1) ３５×１８ (2) １６×３５

15を真ん中の数として、横にならんでいる「14、15、16」＝５×２×３×６

の和を求めると、14＋15＋16＝45です。45は、真ん中の数＝１０×１８

15の３倍です。＝１８０

15を真ん中の数として、たてにならんでいる「８、15、22」の
和について、ひろきさんと同じように説明しましょう。

10をつく

るとかんたん

(例) たてにならんでいる「８、15、22」の和を

になるね！

15を真ん中の数として、

求めると、８＋15＋22＝45です。45は、真ん中の数15の３倍です。

かける数

か
け
ら
れ
る
数

㋐

㋑

㋓

㋒

10

10
５ ５

２５ ３５

９

９
２

２

２

２５×４＝１００ ９９＝１００ー１

３５×１８

＝（５×７）×（２×９）

＝５×２×７×９

＝１０×６３

＝６３０

１６×３５

＝（２×８）×（５×７）

＝２×５×８×７

＝１０×５６

＝５６０
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４ B問題（No.1）                （  ）年（  ）組（  ）番 名前（         ） 

答え 

４×８＋５×８ 

（４＋５）×８ 

練習問題の ２ 
      ３ 
      ４ 
と関連があるよ！ 
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４ B問題（No.2）                （  ）年（  ）組（  ）番 名前（         ） 

答え 

（例） 

横に並んでいる７つの数「４，６，８，10，12，14，16」

の和 70 は，真ん中の数 10 の７倍になっています。 

練習問題の 1 
5 

      6 
と関連があるよ！ 

(1) (2)

全国 62.7 59.5

私

※平均正答率

正解した問題には、私の欄
ラン

に○印をしましょう。
らん 


